
● 自然生態系モニタリング調査 

● ブナ・ナラ豊凶調査／山の実り調査 

● ツキノワグマ生息状況調査 

 県内全域の自然環境の実態を把握するため、山岳や里山地域の調査地点で、
小動物生息調査や自然植生調査等を行います。 

 森林生態系への影響や異変を察知するため、森林の更新や野生動物の生息動
向に影響を与えると考えられる、ブナ・ナラの豊凶や山の実りを調査します。 

 近年、ツキノワグマの出没が増加しており、生息数の増減を的確に把握して
管理する必要があることから、「カメラトラップ法」による生息状況調査を
行っています。 

蔵王・地蔵岳での調査 カラフトイチヤクソウ 

落下したブナ・ナラの雄花・ 
種子を採集するトラップネット 

採集した落下物 
（西川町弓張平） 

クマが近寄ったときに 
自動的に撮影する 
カメラを設置します。 

山の実り調査 
（イチゴ類） 

チョウセンアカシジミ 

撮影されたクマの映像 



● 「環境情報・自然環境棟」での環境学習支援 

● 環境情報の発信 

 環境情報・自然環境棟では、環境教材や図書等の無料貸出しを行っています。
また、セミナー室や環境情報室を、環境に関する勉強会や情報交換会、イベント
などに御利用いただけます。 

 環境行政に関する情報や、センターの調査研究等を、広報紙「環研センター
NEWS」や県「つなぐ環境やまがた通信ブログ」を活用して情報発信しています。 

 環境教育・学習の機会を県内に広げ、環境についての理解と認識を深めるため、
学校、公民館、住民団体等が行う、環境に関する学習会・講演会等に講師を派遣
しています。 

● 環境学習に係る講師派遣 

貸出用 
水生生物調査キット 

図書の閲覧・貸出し、 
リサイクル工作体験コーナー 

セミナー室での学習会 

環研センターＮＥＷＳの発行 ブログ・ツイッターへ投稿 環境イベント出展による広報 

職員出前講座 
（水生生物調査） 

地球温暖化防止活動推進員
（エコキャンドルづくり） 

環境アドバイザーにおける 
講演会 


